
 



講座の概要  各回とも講義 1 時間、受講された講座でひらめいた感想を「アートで表現」して

いただくという実技 30 分を基本とします。表現の仕方（古文字や絵、言葉（詩、俳句、短歌…））

に制限はありません。 

 

第 1回 縄文・弥生の心 

縄文文化と弥生文化との違いは、簡単には、“縄文：ますらおぶりの荒々しさ”、“弥生：手弱

女（たおやめ）ぶりの優美さ”といわれます。どちらも日本人らしさを表しているといわれま

すが、特徴的なのは、弥生文化が縄文文化を徹底的に破壊するのではなく、後者を許容し同化

していったことです。その性質が日本人の根底にあり、現在の多様性に富む日本文化を育んで

います。 

第 2回 奈良・平安の心 

奈良時代は仏教の時代といわれますが、大多数の庶民の気持ちは仏教とまったく無縁でした。

『万葉集』には、天皇や貴族だけでなく農民やいろいろの階層の人々の歌が残されていますが、

気持ちのおもむくままに素直に人々の感情が表現されています。 また平安時代は、『源氏物語』、

『枕草子』に代表される女性による「かな文学」の台頭が目覚ましく、女性がもっとも活躍し

た時代です。 

第 3回 鎌倉・室町の心 

 法然や道元に代表される鎌倉仏教は、日本史の中でも特筆すべき特異なものです。道元は、

それまでの悪弊を排し、座禅を基本の行とし、悟りを絶対のものとする自身の宗教哲学を、漢

文でなくはじめて日本語で書きました（「正法眼蔵（しょうほうげんぞう）」）。 

室町時代の能・狂言、『わび』・『さび』は、日本人の重要な特質のひとつですが、鎌倉時代の

『幽玄』の延長線上にあります。 

第 4回 江戸・明治の心 

江戸時代は儒学をその基本としました。導入する過程で、体系的、形而上学的な「理」より

も、「心情」に重きを置く日本化が行われました。また人形浄瑠璃・歌舞伎の台頭や『粋』、芭

蕉に代表される俳句などの世界があり、明治以降の文化・芸術に大きな影響を与えました。 

明治は漱石・鴎外に代表される心の『自由』を題材とする作品の台頭がありました。 

 

第 5回 大正・昭和の心 

大正は、大正ロマンの時代です。絵では竹久夢二、文学で

は、芥川・谷崎、志賀直哉、多喜二、演劇では松井須磨子な

どがあげられます。 

 昭和では、戦争という、絶対的な「統帥権」に支配され暴

走した、日本史でまれにみる異常な時代を経験しました 

 

※描画用具について：鉛筆、サインペン、クレヨン、筆ペン、何

でも得意のものをご用意下さい。当方でも若干用意いたします。 

 

 

左図：「巨眼の男」～西郷さん～ 

講師 2016年 “穆（ぼく）の古文字を中心に” 

 


